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　　①放課後児童健全育成事業（青い鳥教室）について
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　　②放課後子供教室推進事業について

	議事の経過及び
発言要旨

委員長
委員
事務局
委員
委員
委員
委員長
委員
委員長
委員
委員長
事務局
委員
委員長
委員
委員長
委員
委員長
委員
委員長
委員
委員長
委員
委員長
委員
委員長
委員
事務局
委員
事務局
委員長
委員
委員長
委員
委員長
事務局
委員長
委員
委員
事務局
委員長
委員
委員長
委員
委員長
委員
事務局
委員
委員長
	－開会　午前10時―

1.　教育長あいさつ

2.　委員長あいさつ
3.　議事
まず①放課後児童健全育成事業（青い鳥教室）について事務局から説明をお願いしたい。
【事務局説明】
　説明のあった青い鳥教室についての課題はどこからあがってきたものか。
　運営元の福祉事業団と総務課からあがったものだ。

　福祉事業団でその他に課題と思っている部分はあるか。
　発達障がい児等巡回相談支援にも関係してくるとは思うが、保護者との対応が難しいクレーム対応等、今後も支援員の負担軽減が必要だと考えている。
　その他にも支援員の資質の向上について課題になるのではと受け止めている。

DXについては、これから検討するとのことだが、外国ルーツの方は申請自体が難しいため、多言語対策も合わせてしていただければと思う。
知り合いに両親がミャンマー出身の子どもがおり、日本語を教えることが難しいのではないかと思う。
全く日本語が分からず、働いている人が増えている。純粋に母国から直接日本に来た人は、地域に埋もれていると思う。
子どもが幼稚園等で日本語を学んでくるとは思うが、家庭ではミャンマー語での会話となると、習得が難しいのではないか。
子どもは、学校等で日本語の勉強を行うことができるが、保護者は年齢が上がるにつれ、学ぶことも難しいため、子どもと保護者の意思疎通が困難になる。
そのような状況の場合、青い鳥教室や子供教室にも関係してくるかと思うが、保護者との関わり方が今後難しくなってくる可能性がある。
外国から直接日本に来た子どもに対しては、初期の日本語教室を城乾小学校に設けて対応しており、日本語教室を2～3時間程度受けた後に、通常の学校に通っている。日本語教室の充実を図るため、教室数を増やすとともに学習支援のための国際教室も始めているが、支援の充実以上にニーズが増えてきていることが課題だ。
本校についても青い鳥教室に登録する児童が増えており、1年生は約6割が青い鳥教室に登録しており、部屋にぎゅうぎゅうに子どもがいる状態で宿題等をしている。部屋の面積の足りなさより、支援員1人当たりの見る児童数が気になる。本校で言えば、支援員1人当たり30人の児童を見ることになり、異学年の児童であることから支援員の大変さが伺える。
夏季休業日については、朝7：30～夜7：00まで児童30人を見る必要があるため、専有面積ではなく、支援員1人当たりの児童数の上限を設けて、支援員の人数を増やすことはできないのかと思う。
こうなると保育の質を維持していくことは困難だと思う。事故が起きないように教室を運営するのが精一杯で、質を担保することはできない。
支援員を採用する際、支援員不足もあり保育の経験がない方を採用することも多々ある。その場合は、就職前の研修や先輩支援員を同教室に配置したり、採用して2年以内に県の認定資格研修を受けてもらうようにしている。
また、定例会を年4～5回実施しており、全員の支援員に参加するよう依頼している。
保育の質については、利用児童数が増えていることや建物等の課題もあり、経験や技術をもっている支援員についても、経験を生かすことが難しくなっている可能性がある。
現場の支援員が生き生きと仕事をすることが結果として、子どもたちが生き生きとした生活をすることに繋がるため、子どものより良い成長を促す意味でも、市に宿題を出すことがこの委員会の役割になる。
保育の質について、外に出られない季節もあると思うが、制約がある中で良い取組をしている教室がどこかないのか等、保育の中身をDX化していけないかを事務局や事業団で考えていき、市全体として、いい取組を可視化することが必要だと考える。
教育長が言った子どものためのという言葉を考えたときに、青い鳥教室は大人目線であり、親のために設置されたもののため、どうしても大人がやりやすい方向に進むが、実際に子どもの声を聞いてみることが必要だと思う。
子供教室に来る児童は、青い鳥教室でいじめや先生が怖い、やりたいことできない等の理由で、子供教室に来る児童もいる。子どもたちから出てきた声を課題だと思って、子どもたち自身が楽しいと思える場づくりを丸亀市独自の方策として考え、支援員の配置人数も厚生労働省にすべて基づくのではなく、難しいとは思うが、市として独自の方策を考えていってほしい。
次に②放課後子供教室事業について事務局から説明をお願いしたい。
【事務局説明】
おじょもんクラブについては、地域学校協働本部と連携して行っているため、学校での子どもたちの様子を知っているスタッフが放課後子供教室のおじょもんクラブに関わることで、児童の情報を生かすことができていると感じている。
また、子どもたちの様子を伝えることで保護者と子どもの関係、保護者と地域の方との関係づくりにも良い影響を与えていると感じている。
中学生ボランティアについても引き続き経験を積んでもらい、スタッフも地域に中学生が戻ってきたと感じながら、生徒と一緒に活動できていることがとてもいいと思う。
中学生ボランティアの男女構成や学年はどのような状況にあるのか。
今年度は1年生が多かったように感じるが、ほとんど学年ごとの人数差はない。
3月の春休みの活動についても10人前後の中学生が参加してくれる予定だ。
中学校に掲示して周知しているのか。
中学校に回収BOXを設置させてもらい、学校の手間にならないようにしている。
10人前後参加してくれるとスタッフにとってはすごく戦力になると思う。中学生が活動に関わることで、スタッフとは違った年齢の人と関わることができ、児童・生徒双方にとって良い経験となる。
子供教室に関しては、地域ごとそれぞれ成果が違ってくるとは思う。平日の放課後に事業を行っているため、学生ボランティアについては、参加が難しく成果はないが、毎日継続して行うことで子どもの育ちを見ることができる。高学年の児童が低学年の児童を見てくれたり、日々の成長を見られる子供教室となっている。
過去に丸亀市が教室数を増やしていくことに対してためらいがあり、方向性を見据えた団体を選んでほしいと思っていたこともあったが、地域で子どもの体験不足を課題として捉えている大人が増えている中で、地域ごとに工夫し、教室数や開室日数が増えることは、確実に成果としてあると思う。子供教室と青い鳥教室が連携しながら子どもたちを支えていくことが大切だと感じる。
体験格差が広がっており、体験がしにくい家庭や子どもにとっても、利用しやすくすることが格差を埋めることに必要だと思う。
保護者にとっても、子どもが普段家では見せない姿を地域の大人から聞く機会ができ、それを経験してもらうためにも、子どもたちが放課後に生活できる場所をいかにして選択できるかが、結果として親子の生活にとってプラスになる。
また、なにか起こってしまった時のセーフティーネットとしての役割もあると思う。子どもたちに周りの大人が間接的に関与しながら、成長を促していくという点では、子供教室はメニューが多様化しており、そういった意味でも存在意義がある。
子供教室を利用する際の申し込みは、直接行っているのか。
おじょもんクラブの場合は、直接申し込みに来てもらっている。多くの方が申し込んでくれるため、その際の対応が難しい場合があるが、新1年生の入学説明会時に子供教室の説明を行っているか。

子供教室を設置していない校区もあり、新1年生の入学説明会で説明は行っていない。
保護者が、申込の際に感じたことを学校にご意見いただくことがあるため、教育委員会からも一度説明してもらえると、スタッフとしても教育委員会からサポートしていただいている印象があり、やりやすくなる部分もあると思うため、検討してほしい。

課内で検討します。
子供教室の申し込み自体もDX化できないか。子供教室も含めてDX化できるような仕組みを1年かけて検討してもらってもいいかと思う。
夏季休業の受付は、受付が始まる前に長蛇の列で30分、40分並んで申し込んでも、定員があるためキャンセル待ちになってしまう場合もあり、保護者からご意見をいただくことがある。
それこそ待つ時間は無駄なため、DX化するべきだと思う。特に長期休業日は、各教室の申し込みを一覧にし、システム化できることは市役所でDX化したほうが市民は見やすいため、子供教室も含めて1年検討してほしい。
うちの子供教室では、そういったシステムを使って申し込みをしてもらうことは難しいと思う。どっきん☆くらぶは登録制でお願いしており、先着順で行うとその時間帯に申し込みに行けない保護者もおり不公平だという意見が出たため、今後は抽選にしようと考えている。
DX化した場合も、抽選すれば可能ではないか。使えるシステムがあれば、システムを使うか使わないかは各教室で決めればいいと思う。
申し込みに来た際に、材料費や保険代等を集金している教室が多く、当日来た際に集金できておらず、参加できないといったことにならないように申し込みと合わせて事前に集金しているため、難しいとは思う。
全て一貫してシステム化するのは難しいとは思うが、例えば、申し込みはDXでできる等市として整備ができると、市民から見たときにサービスにアクセスしやすい状況をつくれる。申し込みの際、各子供教室に出向かなければいけないのは、非常に煩雑なため、今回の検討に入れていただけると市民としてはありがたいと思う。
子供教室に外国籍の方が来られることはあるか。
子供教室ではないが、学習支援に来ている子どもはいる。子どもは日本語が得意で父親が日本語ができるので、親子でのコミュニケーションも取れているため、今困っていることはない。
特別な配慮が必要な子どもの受け入れはどうしているか。1件あった際は、その子に対して1人のスタッフがつかなければいけないことがあり、大変なことがあった。コーディネーター連絡会では、意見は出ているか。
前年度のコーディネーター連絡会でご意見があったため、今年度の5月ごろ発達に配慮が必要な児童への対応方法を学ぶ研修をスタッフ向けに行った。

その際の配慮を要する児童は、運動面での配慮または発達障がいだったのか。
発達の面での配慮が必要だった。
加配をつけるシステムが子供教室では取りにくいが、子供教室も配慮を要する子どもたちにどう対応し、受け入れていくか。どういったバックアップがあれば、対応できるか引き続き議論が必要だ。
スタッフが1人つき添い、対応した。保護者は、生活している地域の子供教室に通う子どもたちと同じ体験をさせてあげたいという気持ちがあったんだと、スタッフ同士で受け止めた。
配慮が必要な子どもへの仕組みづくりの例で言えば、保護者や学校からの話をどう受けるか、事前に面談する等のガイドラインをつくり、各教室に任せるのではなく、事務局で考えていただければと思う。
小学校の体育館に空調をつけるのは、どんな計画になっているか。青い鳥教室は特に夏季休業期間中に利用児童が増加するが、熱中症対策のため運動場や体育館も使えない場合がある。子供教室も長期休業期間に活動している教室が多い印象のため、エアコンがつけば、参加がしやすくなる。現在もスポットクーラーを使いながら問題が起こらないようにはしているが、昨年の夏休みに文化鑑賞のお誘いがあった際に、夏休みの暑い中支援員がリスクを背負いきれないため、断ったこともあった。空調の取り付けが実現できれば、運動以外にも文化芸術鑑賞等に参加できるかと思う。
体育館の空調については、まず中学校から取り付けを行い、小学校にも順次取り付けを行う予定だ。現在、城東小学校の改築を行っており、完成の際取り付けを行う予定だ。
スポットクーラーは、各学校に配付いただいており、青い鳥教室から体育館を使いたいと話があった際は、大型扇風機とスポットクーラーは必ず使うように伝えている。

　再来年度に向けて取り組める課題については、4月の新年度以降の1年間検討して対応していただければと思う。ニーズが高まっている状態のため、子どもと保護者の思いに応えられる体制を市としてつくってもらいたい。
本日の会を終了したい。皆様お疲れ様でした。
－閉会　午前11時30分－
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